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　国土交通省では、６月を強化月間として不正改造
車などの排除に取り組んでいます。不正改造車など
に関する情報、相談は問い合わせ先にお願いしま
す。
＜不正改造車の例＞
▽窓ガラスへの着色フィルムの貼付

▽灯火類の灯火の色を変更
▽ダンプカーのリアバンパの切断、取り外し
▽排ガス用触媒、マフラーの取り外し
▽タイヤ・ホイールの車体外へのはみ出し　など
■問い合わせ先　中部運輸局愛知運輸支局整備担当
　�０５２（３５１）５３１４

▲▲

　不 正 改 造 は 犯 罪 で す不 正 改 造 は 犯 罪 で す !!!!　 ▲▲
　ほくぶ幼稚園の畑で５月２０日、新美京一さん（植
大）を講師に迎え、年長児とPTAの皆さんが芋の
苗さしを行いました。この取り組みは、毎年新美さ
んやPTA、サポートの皆さんの協力を得て実施し
ています。
　事前にPTAとサポートの皆さんが草取りやうね
作り、マルチ張りをした畑で、園児たちは、一人ず
つ感謝の気持ちを込めて苗をさしました。その後も
大きく育てようと張り切って水やりをしました。
　「大きなお芋になるようにしっかりお世話をして
いこうね」という先
生の問い掛けに、園
児たちはやる気いっ
ぱいの様子でした。
新美さんは「子ども
たちと植えるのは楽
しい」と嬉しそうに話
しました。

ほくぶ幼稚園の先生方にインタビュー
①この取り組みを行ってよかったと思ったときはど
んなときですか？

　初めて作業するお母さんたちが「畑作りは、こん
なに大変なんですね」「苗のさし方を初めて知りま
した。大きくなるのが楽しみですね」と目を輝かせ
て話してくれたとき。
②この取り組みを通して伝えたいことは何ですか？
　 新美さんやお母さんたちの協力に感謝するこ
と。また、お芋の育て方を知り、食に対して興味を
持ってもらうこと。
③この取り組みの今後の予定を教えてください。
　水やりや草取りを通して、世話をすることの大切
さを経験しながら、成長の過程を観察します。そし
て、新美さんやPTA、サポートの皆さんに手伝って
もらい、１０月に芋ほり、１１月には焼き芋会をします。
■問い合わせ先　産業観光課農政係　�（４８）１１１１（内１２２２）
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～日本最小のトンボ「ハッチョウトンボ」と食虫植
物「モウセンゴケ」を観察しよう～
　板山高根湿地は、知多半島でも有数の自然環境が
残っています。自然観察会を開催し、普段公開して
いない湿地の限定公開を行います。各回、専門の先
生が分かりやすく解説しますので、この機会に、貴
重な自然環境を見学しませんか。
　写真の好きな方は、湿地に生息・生育する珍しい
昆虫や植物の写真を撮影してください。公民館ロ
ビーで湿地の写真展示を行いますので、作品の提供
をお願いします。
■開催日（時間はともに午前９時～正午）
（第１回）７月５日（火）（第２回）７月２３日（土）
■集合場所（湿地への移動方法）
（第１回）エスぺランス丸山（町マイクロバス）
（第２回）ふれあいの森体育室（徒歩）
■定員　各回２５人（定員を超える場合は抽選）
■申し込み方法など　電話、ＦＡＸまたは電子メー
ルで受け付けます。「氏名」「住所」「電話番号」
「参加希望日」をお知らせください。電話の受付
時間は、平日の午前９時～午後５時。電子メール
の場合は、件名に「自然観察会」と入れてくださ
い。

～湿地をあなたの手で守りませんか～
　板山高根湿地では近年、ヌマガヤなど雑草の増殖
や、ごみの不法投棄などによる環境破壊が問題に
なっています。
　湿地環境の保護・保全のボランティア活動にご協
力ください。広く知識を高めてもらうための養成講
座を全２回で開講します。実際に現地での活動も予
定しています。
■開講日（時間はともに午前９時～正午）
　７月９日（土）、２３日（土）　
■講座内容　▽（第１回）講義、フィールドワーク
▽（第２回）ボランティア体験（雑草や外来種の
除去、簡易木道製作の手伝いなど）

■申し込み方法など　電話、ＦＡＸまたは電子メー
ルで受け付けます。「氏名」「住所」「電話番号」
をお知らせください。電話の受付時間は、平日の
午前９時～午後５時。電子メールの場合は、件名
に「湿地養成講座」と入れてください。

◇　　　　　　　　◇
【共通事項】
■申込期限　６月２４日（金）
■申し込み・問い合わせ先　建設環境課環境係
　�（４８）１１１１（内１２１１・１２１２）
　ＦＡＸ（４９）００５７　電子メール kankyo@town.agui.lg.jp
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